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【科目】応用物理演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科／電気工学科・4 年次
【担当教員】

小幡 常啓

【授業目標・教育方針】
現代社会における科学技術を理解するためには物理学の知識・理解が必須となっている。この理解のためには、古典
力学についての基礎的な概念の把握が必要となる。本演習の目的は、多くの例題を通じて力学を使った物体の運動を
記述するやり方を学び、理解することである。

【授業概要】
前半では３年の応用物理演習Ⅰの補充にあてて、主として２体問題および相対運動をの演習を実施する。後半では過
去の編入試問題で出題された力学関連の問題を中心にした演習を行い、古典力学の問題を解く力を養うことを目標と
する。

【教科書・教材・参考書 等】
戸田盛和・渡辺慎介著「物理入門コース１　例題　力学演習」岩波書店
過去の出題された編入試問題，（本校図書館に所蔵）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
毎回の演習が中心となる。

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：課題に代えて小テストを行うこともあります。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：応用物理演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 ～第 2 回 ２体問題 運動方程式の極座標表現、惑星の運動を導く、惑星の
位置の時間変化、球形物体のポテンシャル等に関する
演習。

課題あるいは小テスト

第 3 ～ 4 回 相対運動 慣性座標系、座標変換、回転座標系等に関する演習。 課題あるいは小テスト
第 5 ～第 15 回 力学総合 過去の編入試で出題された力学関連の問題を中心とし

た演習。
約４回の課題あるいは
小テスト
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